


いぬは いぬかきおよぎ。 ねこも いぬかきおよぎ。



みんな おなじ いぬかきおよぎ。

でも、 なぜ およげるのだろう。

それは からだが みずに うくからだ。



にんげんの からだも みずに うくかな。 おふろで ためしてみよう。

おゆのなかでは からだは かるくなる。

ちからを ぬくと、そーら てもあしも うかんでくる。



それに どうぶつも にんげんも

からだの なかに

うきぶくろを もっている

ふくらんだ ふうせんが

みずに うかぶのと おなじように



はいに すいこんだ くうきが うきぶくろの はたらきをして

にんげんの からだは

みずに うきやすくなるんだ。



さあ、ぷーるで れんしゅうだ。

そのまえに しゃわーを あびよう

あたまや かおに

みずが かかっても

へいき へいき





ぷーるに はいったら、 はじめは ゆっくり あるく。

それから はしってみよう。

つぎは たくさん くうきを すいこんで

うかんでみよう
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い
き
っ
て

か
お
を

み
ず
に

つ
け
て
み
よ
う



それなら みんなで みずのかけあいをしよう。

どんどんかけろ、もっともっとかけろ。



かおが みずに ぬれても へいきになったら

こんどは みずのなかで いきをとめる れんしゅうだ。



ためたくうきを くちから いっきに はきだす。

かおを あげて。 「うーん ぱっ。 うーん ぱっ」



もう みずのなかに もぐることだって

できるぞ。 みずのなかでも

めを あけていられるかい。

からだを まるめると、ほら、うくぞ。



で
も
、
そ
の
か
っ
こ
う
じ
ゃ

お
よ
げ
な
い

お
よ
ぐ
に
は

い
ぬ
や

ね
こ
の
よ
う
に

か
ら
だ
を

よ
こ
に
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な
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と

だ
め
だ
。



てを もってもらって よこになってみよう。



うかんだ うかんだ。

りょうあしを まげて

「とーん」とけったら どるひらだ。

とーん とーん すー ぱっ


